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祭りだワッショイ！
—いわき市下矢田地区のお祭りに参加—

フルーツの香り漂う　ロマンの里

おおくま
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あいさつに訪れた井上環境副大臣

土砂等を採取する調査員

ボーリング調査の様子

現在、環境省による中間貯蔵施設の事前調査が進められています。４月23日および５月17日の両日は、健

康増進施設「ふれあいパークおおくま」において、地質調査のための「現地踏査」と「ボーリング調査」が実

施されました。

４月23日に行われた「現地踏査」は、①調査の実施地点の特定、②地表地質踏査、③水源等の把握、④道

路状況の把握を内容としています。調査員が実際に調査地点周辺を見て歩いたり、斜面地層の地質や岩盤の状

況確認、水質を調べるため付近のため池の水を採取しました。

５月17日の「ボーリング調査」は、①地質・地下水位などの把握、②地盤の硬さなどの把握、③試験のた

めの試料採取を内容として実施され、ボーリング機械で地中にパイプを差し込み、土砂や岩石の試料を採取し

ました。また、ボーリングで開けられた孔は、地下水観測のための井戸とし、地下水位や水中放射線の観測が

行われています。

次回は、盛土の締め固めに必要な重機のデータを把握するための「盛土試験」が行われる予定です。

井
上
環
境
副
大
臣
が
調
査
の

あ
い
さ
つ
に
訪
れ
ま
し
た

５
月
17
日
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に

先
立
ち
、
井
上
環
境
副
大
臣
は
16
日
、

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所
を
訪

れ
、
渡
辺
町
長
と
面
談
し
ま
し
た
。

井
上
副
大
臣
は
「
こ
の
調
査
が
ひ

と
つ
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
り
、
今
後
も

町
の
意
向
を
伺
い
、
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
し
っ
か
り
進
め
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

渡
辺
町
長
は
「
線
量
が
高
く
、
復

興
に
向
け
て
課
題
山
積
だ
が
、
わ
れ

わ
れ
も
前
に
進
め
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。
国
も
町
民
の
声
を
聞
き
、

今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
し
っ
か

り
と
し
た
検
討
を
し
て
欲
し
い
」
と

要
望
し
ま
し
た
。

中間貯蔵施設の事前調査が行われています

①「現地調査の受入」＝「施設建設の受入」ではないこと

②施設の安全性等の丁寧な説明を行うなど、国が責任を果た
すこと

③現地調査の取組状況を適時報告すること

④ボーリング調査は、地権者の同意を得たうえで実施する
こと

⑤調査終了後速やかに、施設に必要な範囲を明示すること

⑥用地の所有者が生活の場に困らないような補償方針を示
すこと

⑦最終処分についての方針を示すこと

大熊町では、次の７つの項目を
国が責任を持って果たすことを条件に、
事前調査を受け入れています。
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町の
うごき

「タブレット型端末」供用開始

スクールバス寄贈

「タブレット型端末」供用開始のオープニングセレ

モニーが４月19日、大熊町役場会津若松出張所で行

われました。セレモニーでは、渡辺町長が「タブレッ

トを積極的に活用し、住民同士の絆を再生・強化し

ていただきながら、大熊町復興へのご支援・ご協力

をお願いします」とあいさつし、福島県ハイテクプ

ラザ会津若松技術支援センターのタブレット説明会

場と結ばれたテレビ電話で、実演を行いました。

公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・

ジャパンが５月14日、大熊町役場会津

若松出張所を訪れ、大熊町へ児童送迎

用スクールバスが寄贈されました。

このスクールバスは、東日本大震災

復興支援の一環として寄贈されたもの

です。

公益社団法人セーブ・ザ・チルドレン・

ジャパンの金谷直子さんは「保護者や先生をはじめ、教育に携わる方が安心して子どもた

ちを通学させられるようにとの願いを込めて贈らせていただきます」とあいさつし、鈴木

副町長へレプリカキーが手渡されました。

今後スクールバスは、通学や部活動をはじめ、様々な教育活動で有効に活用されます。

大熊町監査委員へ辞令交付
大熊町監査委員の辞令交付が４月26日、大熊

町役場会津若松出張所で行われ、新たな監査委員

に吉田裕彦さんが任命されました。任期は平成

25年４月１日から平成29年３月31日までとなり

ます。
辞令書を受け取る吉田裕彦さん

タブレット端末でテレビ電話の
実演をする渡辺町長

金谷直子所長からレプリカキーを受け取る鈴木副町長



町民の
ひろば

健康で楽しく働ける、豊かなまちをつくりましょう。
みんなで助けあい、明るいまちをつくりましょう。
きまりを守り、平和な住みよいまちをつくりましょう。
自然を愛し、きれいなまちをつくりましょう。
進んで学び、香り高い文化のまちをつくりましょう。

町
民
憲
章
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フランス料理シェフと大熊町民とのお花見が４月

21日、松長コミュニティセンターで行われました。

当日は松長緑道の桜を眺めながらの予定でした

が、あいにくの積雪により急遽センター内でのお花

見となりました。

今回、ご支援をいただいた「ラ・キャラバン　ボン・

アペチ」のフランス料理シェフは、震災後2年に渡

り福島県内で26回のキャラバンを行っています。

参加者には、お弁当タイプのフランス料理、ワイ

ン、ソフトドリンクの他、会津地方の郷土料理「こ

づゆ」が振る舞われました。

その他、フランス人道化師によるパフォーマンス

や、シャンソン歌手スブリームさんが歌を披露し、

名曲「オー・シャンゼリゼ」を参加者と合唱、曲に

合わせて全員でダンスをするなど会場は大いに盛り

上がりました。

フランス料理シェフと
大熊町民とのお花見が行われました

シェフから料理を受け取る参加者

参加者と歌うスブリームさん

－『ラ・キャラバン　ボン・アペチ』のフランス料理シェフ－

会津大学の角山茂章学長による講演会が４月27日、大

熊中学校で開かれました。『変化なしの自然はありえない…

（マキャベリより）世界に目を向け、困難の中から希望に

向かって歩もう』と題し、会津大学と小惑星探査機「はや

ぶさ」の関係、世界に目を向けた会津大学の取組など、分

かりやすく講演され、生徒たちはうなづいたりメモを取り

ながら、熱心に聞き入っていました。最後に角山学長は、「われわれも教育面で支援します

ので、頑張って勉強してください」とあいさつしました。

町立大熊中学校で講演会が開かれました
－角山茂章会津大学学長による講演－

講演する角山学長



町民のひろば
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いわき市の下矢田地区で５月
５日、地区のお祭りが開かれ、
鹿島町下矢田第一、第二仮設住
宅の子ども９人とその父兄、自
治会役員が招待されました。

参加した大熊の子どもたち
は、地元の子どもたちと一緒に
太鼓を叩いたり、神輿を担いだ
りして地区のお祭りを盛り上げ
ました。神輿は仮設住宅へも訪
れ、地元住民と仮設住宅住民と
の交流が深まりました。

いわき市下矢田地区のお祭りで神輿を担ぎました
－鹿島町下矢田第一・第二仮設住宅－

下矢田地区を練り歩く神輿

渡辺町昼野仮設住宅内の
サークル「梨の花」が５月
５日、昨年に引き続き植田
本町通り歩行者天国に参加
し、サークルで製作した籠
や人形など、手芸品の展示・
販売を行い、訪れたいわき
市民と交流し楽しい時間を
過ごしました。

いわき市植田本町通り歩行者天国に参加しました
－渡辺町昼野仮設住宅－

サークル「梨の花」のみなさん



第２号
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東日本大震災と、それに伴う東京電力福島第
一原子力発電所の事故により、大熊町は全町避
難を余儀なくされ、私たちは今も、全国各地に
分散して不自由な生活を強いられています。

長期化している避難生活、先行き不透明な状
況の中で、ふるさと「おおくま」に対してどの
ような想いを抱いているのか、直接避難先へ訪
問してインタビュー取材を行い、本紙に掲載さ
せていただいています。
「KIZUNAおおくまふれあい通信」を通して届

けられた想いを共有し、ふるさと「おおくま」
と皆さまを「絆〜きずな〜」でつないでいくこ
とができれば幸いです。

※株式会社鹿島印刷所（南相馬市）の記者が避
難先を訪問し、インタビュー取材をさせてい
ただいています。

クリーンアップ作
戦

高齢者スポーツ大会

プール開き

　KIZUNAおおくまふれあい通信では、避難されている皆

さまへ想いを伝えていただける方を募集しています。避

難先での活動や避難生活で感じていることなど、あなた

の想いをこのコーナーでお話しください。大熊町民の方な

らどなたでも結構ですので、ご連絡をお待ちしています。

「KIZUNAおおくまふれあい通信」で、
あなたの想いを伝えてみませんか？

大熊町役場会津若松出張所総務課秘書広聴係

電 話：0120-26-3844　FAX：0242-23-7093

E-mail：somu@town.okuma.fukushima.jp

応
募
先
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お 知 ら せ

○
参
加
費

実
費
（
３
０
０
円
程
度
）

○
持
参
物

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

○
申
込
み

６
月
14
日
（
金
）
ま
で
、
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着

順
と
し
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

保
健
セ
ン
タ
ー

町
が
公
益
財
団
法
人 

震
災
復

興
支
援
放
射
能
対
策
研
究
所
と
協

定
締
結
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
田

村
の
ひ
ら
た
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
、
甲
状
腺
検
査
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

検
査
の
受
け
方
等
に
つ
い
て

は
、
５
月
１
日
号
で
ご
案
内
し
ま

し
た
が
、
会
場
に
つ
い
て
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
検
査
会
場

ひ
ら
た
中
央
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
ひ
ら
た
中
央
病
院
と
な
り
）

（
福
島
県
石
川
郡
平
田
村
大
字

上
蓬
田
大
隅
30
）

◆
車
の
場
合　

郡
山
市
か
ら
約
40
分
（
あ
ぶ
く

ま
高
原
道
路
平
田
イ
ン
タ
ー
か

ら
車
で
約
５
分
）

◆
バ
ス
の
場
合　

郡
山
駅
か
ら
福
島
交
通
バ
ス
旧

国
道
経
由
蓬
田
行
き　

降　
　

車
：
清
水
内

所
要
時
間
：
約
１
時
間

大
熊
町
役
場
会
津
若
松
出
張
所

保
健
セ
ン
タ
ー

検
　
査

案
　
内

相
　
談

試
　
験

甲
状
腺
検
査
会
場
に
つ
い
て

「
シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
」

の
ご
案
内

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津

若
松
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
２５
年
度 

税
務
職
員

採
用
試
験
（
高
校
卒
業

程
度
）
の
お
知
ら
せ

お
問
い
合
わ
せ
先

今
年
度
も
シ
ル
バ
ー
ク
ッ
キ
ン

グ
を
開
催
し
ま
す
。
簡
単
で
お
い

し
い
料
理
の
実
習
で
す
。
わ
い
わ

い
楽
し
く
に
ぎ
や
か
に
！
あ
な
た

も
腕
を
ふ
る
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
１
回
目

・
日
時　

６
月
21
日
（
金
）　

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

・
場
所　

会
津
若
松
市
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム

※
偶
数
月
に
年
５
回
開
催
し
ま

す
。（
８
月
以
降
の
日
程
に
つ

い
て
は
、
随
時
広
報
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
）

○
内　

容

簡
単
！
ら
く
ら
く
ク
ッ
キ
ン
グ

（
予
定
）
俺
で
も
で
き
る
か
ん

た
ん
丼
、
あ
ま
り
物
で
も
ま
か

せ
ろ
丼　

な
ど

○
対　

象

65
歳
以
上
の
男
性

○
定　

員

15
名
（
で
き
れ
ば
１
年
通
し
て

受
講
で
き
る
方
）

６
月
の
相
談
日
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。

◆
出
張
相
談
会

◇
６
月
14
日
（
金
）

○
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

○
場
所　

松
長
近
隣
公
園
仮
設
住

宅
集
会
所

○
相
談
内
容

①
求
人
情
報
提
供
、
職
業
相
談

②
職
業
訓
練
情
報
提
供

③
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

◇
６
月
21
日
（
金
）

○
時
間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

○
場
所　

一
箕
町
長
原
地
区
仮
設

住
宅
集
会
所

○
相
談
内
容

①
求
人
情
報
提
供
、
職
業
相
談

②
職
業
訓
練
情
報
提
供

③
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
リ
ラ
ク

ゼ
ー
シ
ョ
ン

※
会
津
地
域
以
外
の
求
人
情
報
を

閲
覧
希
望
の
方
は
、
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い

※
③
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
希
望
に
よ
り

実
施
い
た
し
ま
す

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
会
津
若
松

（
震
災
特
別
相
談
窓
口
）

☎
０
２
４
２

−

２
６

−

３
３
３
３

（
担
当　

松
尾
）

仙
台
国
税
局
で
は
、
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務
職
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員

に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

○
第
一
次
試
験
日

平
成
25
年
９
月
８
日
（
日
）

○
受
験
資
格

①
試
験
年
度
の
４
月
１
日
に
お
い

て
、
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
か
ら
起
算

し
て
３
年
を
経
過
し
て
い
な
い

者
及
び
試
験
年
度
の
３
月
ま
で

に
高
等
学
校
又
は
中
等
教
育
学

校
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

○
受
験
申
込
受
付
期
間

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
】

平
成
25
年
６
月
24
日
（
月
）
か

ら
７
月
３
日
（
水
）

【
郵
送
・
持
参
申
込
み
】

平
成
25
年
６
月
24
日
（
月
）
か

ら
６
月
28
日
（
金
）

人
事
院
東
北
事
務
局　

☎
０
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■�畑作物の直接支払交付金
　【数量払】（水田・畑地共通）

対 象 作 物 交 付 金 額 対 象 作 物 交 付 金 額

小　　麦【水田・畑地】 6,360 円／ 60㎏ てん菜 6,410 円／ト  ン

二条大麦【水田・畑地】 5,330 円／ 50㎏ でん粉原料用ばれいしょ 11,600 円／ト  ン

六条大麦【水田・畑地】 5,510 円／ 50㎏ そ　ば【水田・畑地】 15,200 円／ 45㎏

はだか麦【水田・畑地】 7,620 円／ 60㎏ なたね【水田・畑地】 8,470 円／ 60㎏

大　　豆【水田・畑地】 11,310 円／ 60㎏

■�水田活用の直接支払交付金（下記以外にも対象作物がありますのでお問い合わせください）

対 象 作 物 交 付 金 額

麦、 大 豆、 飼 料 作 物 ３. ５万円／ 10a

米粉用米、飼料用米、ＷＣＳ用稲 ８. ０万円／ 10a

そ ば、 な た ね、 加 工 用 米 ２. ０万円／ 10a

■�米の直接支払交付金
　【米の生産数量目標を守った農業者が対象】　１.５万円／10a

【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所　産業建設課

「経営所得安定対策」受付のお知らせ

これまで実施されてきた「農業者戸別所得補償制度」は、平成25年産の作物から「経

営所得安定対策」となりました。基本的には、これまでと同じ枠組みで実施されます。

避難先において新たに農地を購入または農業委員会経由で農地を借用して営農を再開

し、対象となる作物を作付け予定の方は、大熊町役場会津若松出張所産業建設課へお問

い合わせください。 

受付期間　６月３日（月）～６月28日（金）

受付場所　大熊町役場会津若松出張所　産業建設課
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お 知 ら せ

子育てや学校のこと、子ど
もに関わる想いや悩みを共有
し、無理なく「顔晴る」こと
ができるようお手伝いさせて
いただく場所として、大熊町
役場会津若松出張所２階に

「大熊町ほっとルーム」を開
室しました。
「子育てについて相談したい」「子どもの様子が何となく

気にかかる」「学校に行くのが辛い」「家族について相談し
たい」「子どもの身体が心配」「勉強がわからない」等、子
どもに関わって気になることや困っていることがありまし
たら、お気軽にご相談ください。子ども支援コーディネー
ターが相談窓口となり、必要な関係者や関係機関につない
でいきます。

※大熊町役場いわき連絡事務所にも「大熊町ほっとルーム」
を８月中に開室する予定ですので、準備ができ次第お知
らせします。

今年度も『育児相談会』を開催します。
初めての方、昨年度より参加の方、皆さんで楽

しい時間を過ごしましょう。皆さんで自由に話し
ませんか？妊産婦の方の参加も歓迎いたします。

※申し込みは不要ですので直接会場においでください。
※相談ご希望の方は受付時に申し出てください。

【お問い合わせ先】
大熊町役場会津若松出張所　保健センター 【お問い合わせ先】大熊町役場会津若松出張所　教育総務課

日　　程 内　　　　容

平
成
25
年

７月 11日㈭
＊受付時間  
　10：00 ～ 11：00
＊場　　所  
　会津若松市河東保健センター
　（会津若松市河東町郡山字休ミ石14）
＊対 象 者  
　就学前の乳幼児と保護者、妊産婦
＊内　　容  
　身体計測、育児相談、栄養相談、歯

科相談、身体相談、親子遊びなど
＊持 参 物  
　母子健康手帳、オムツ、ミルク、

着替えなど育児に必要なもの。
　バスタオル（ベビーマッサージ

希望の方）　
＊スタッフ
　保健師 ･ 看護師・栄養士・保育士・

臨床心理士 ･ 助産師・歯科衛生士・
会津相談支援専門職チーム

9 月 19 日㈭

11月 14 日㈭

平
成
26
年

１月 16 日㈭

３月 ６日㈭

「大熊町ほっとルーム」開室のお知らせ

死亡者名 年 齢 住　所
2013年（平成25年）４月

吉　田　義　貞 87 歳 秋 葉 台
泉　田　君　江 74 歳 大 野
五十嵐　孝　次 86 歳 大 野
織　田　　　清 85 歳 向 畑

おくやみ申し上げます

死亡者名 年 齢 住　所
2013年（平成25年）３月

堀　川　マ　キ 74 歳 南 平
佐　藤　祐　禎 83 歳 高 平

茨城県に避難の大熊町のみなさんへ
大熊町避難者コミュニティ
「積小為大の会」のご案内
６月の定例会は以下の通り開催します。

◆日　時　６月22日(土)　9：00～12：00
◆場　所　社団法人茨城県産業会館（水戸市桜川2-2-35）
◆駐車場　産業会館の駐車場をご利用ください
◆内　容　弁護士による種々の法律勉強会および
　　　　　個人相談
◆その他　町民同士の情報交換

◆日　時　６月20日（木）
10：00～12：00�おしゃべりサロン
　　　　　　　　（親睦・情報交換等）
12：30～15：30�アートセラピー

◆場　所　やすらぎ会館（川口市南鳩ヶ谷6-8-16）
◆参加費　200円 【お問い合わせ】　

野田朋弘（日立市）☎090-8423-5608
Email：tomohiro-n@higashi-t.com【お問い合わせ】　ひまわり�☎080-4920-4931

埼玉県へ避難している皆さんへ
輪になろう！ふみ出そう！『ひまわりの会』

町民掲示板

『育児相談会』のご案内

保健だより

場　　　　所　大熊町役場会津若松出張所２階
　 　 　 　 �（旧大熊中学校保健室）
開  室  日　毎週木曜日
開  室  時  間　10：00～16：00
相談電話番号　0242－23－8261
ス タ ッ フ　子ども支援コーディネーター
　 　 　 　 � スクールソーシャルワーカー



あらかると
à la carte

この印刷物は、環境にやさしい
「大豆油」インキを使用しています。

姉妹都市であるオーストラリア・バサースト市からの
訪問団が４月21日、会津若松市を訪れ、ワシントンホテ
ルでおおくま国際交流協会による歓迎会が催されまし
た。訪問団はバサースト市の高校「デニソンカレッジ」
の生徒18人と関係者５人で、歓迎会では協会員による日
本舞踊が披露されるなど、大変盛り上がりました。
翌22日には大熊中学校を訪れ、１～３年生の各教室
に分かれて授業を体験しました。授業では、習字や折
り紙、けん玉など、日本の文化を体験しました。四苦
八苦しながらも協力して出来上がった作品に、生徒た
ちからは歓声が上がっていました。

「東北を支援する日野市民の会」の代表者３名が４月25日、大熊中学校を
訪れ、図書300冊と図書券を寄贈しました。この会は、東京都日野市のボラ
ンティアの方が、東北の被災地を支援するため活動しているものです。会津
若松市と日野市は災害時相互応援協定を締結していることから、震災時、会津若松市に避難し
た大熊町民を支援した経緯があり、今回の寄贈が実現しました。
会のメンバーで歌手でもある岩崎愛子さんから、鹿山裕二教務主任へ図書券が手渡され、同
会の峯岸弘行事務局長からは「頑張れ東北、負けるな大熊」という熱いメッセージをいただき
ました。

バサースト市の高校生が
大熊中学校などを訪問

大熊中学校へ図書寄贈

図書券を手渡す岩崎さん（右） 「東北を支援する日野市民の会」のみなさん

バサースト市訪問団と国際交流協会員の皆さん

歓迎会の様子 折り紙の鶴に喜びの笑み 習字に苦戦


